
「消防団合同点検」を見直した実戦的な訓練の概要について（案）
２ 放水訓練等

３ 総合訓練
〇 住宅火災対応訓練
《想定》２階建住宅から出火、隣棟に延焼危険
①【出場命令】待機場所から緊急走行で出場
②【現場到着】消火栓部署（有圧水利）
③【現場報告】到着後、火災状況等の無線報告
【情報収集】火元建物居住者から逃げ遅れ者
の有無、出火場所等の情報収集要領

④【放水・消火】火点建物等への放水要領
・逃げ遅れ者を守る放水要領
・開口部を通じて、屋内への反射放水要領
・隣棟建物への延焼防止のための放水要領
・注水角度の変換要領、筒先交替要領、等々

⑤【指揮要領】分団長、分団長による現場指揮
４ タイムスケジュール（案）

時間(AM)※午前の部 内容 時間(PM)※午後の部

8:00 杉並消防署出発（係員）

8:30 訓練場到着（係員）

9:３0 団員集合完了 13:00

9:30～9:40 署長・団長挨拶 13:00～13:10

9:40～10:00 訓練準備 13:10～13:30

10:00～10:30 ホース延長訓練 13:30～14:00

10:30～10:40 訓練指示 14:00～14:10

10:40～11:00 総合訓練① 14:10～14:30

11:10～11:30 総合訓練② 14:40～15:00

11:40～12:00 総合訓練③ 15:10～15:３0

12:00 警防課長・副団長講評 15:30

午前の部終了 撤収 16時３０分までに引揚

〇 実施日時
令和８年１１月８日（日）９：３0～1６：３０

〇 訓練場所
第三消防方面訓練場 渋谷区幡ヶ谷１－１３－２０
（東京消防庁消防学校隣接敷地）

○ ホース延長訓練
手びろめによるホース延長（折り島田ホース作成要領）
ホースバッグを活用したホース延長、長距離ホース延長訓練

○ 放水訓練
消火栓からの積載車及びスタンドパイプを活用した放水訓練

１ 概要

資料３-１

○ 訓練場概要図

○ 訓練の目的
大震災に備えた消火活動能力の向上のために、個々の消

火訓練から、各分団毎の訓練及び他の分団と連携した総合
訓練を実施して、震災時の火災現場における消防団の主体
的で効果的な活動の実現を目的とする。

街区訓練棟
防火造２/０

訓練ユニット
防火造２/０

主訓練棟
耐火造８/０

使用する訓練棟 ①②③


